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            ヴォリュームアキュライザーの活用(10) 

              －複数箇所への同時適用(7)－ 

 

１． 始めに 

 今回は、JBL4350Aを駆動するマルチアンプシステムを構成する機器のヴォリュー

ムに適用してみます。 

 

２． ヴォリュームアキュライザーVRA-7の試聴方法 

JBL4350A の 250Hz から 12.5KHz の駆動を受け持つ芦屋ベルステレオオリジナル

RCA 45pp アンプのヴォリュームへの適用は、ヴォリュームアキュライザーの導入 

(22)で、また、チャンネルデバイダーF15への適用はヴォリュームアキュライザーの

活用(3)で報告しています。  

 今回は、VRA-7 を追加購入し、ヴォリュームアキュライザーの導入(2)で報告した

TruPhaseのヴォリュームに加えて、JBL4350Aの 250Hzから 12.5KHzの駆動を受

け持つ芦屋ベルステレオオリジナル RCA 45pp アンプのヴォリューム、およびチャ

ンネルデバイダーF15 の 250Hz から 12.5KHz の Mid レンジと 250Hz 以下のダブ

ルウーファーの Low レンジのレベル調整ヴォリュームの同時適用を行います。 

 音源はヴォリュームアキュライザーの導入(2)で使用したアナログ盤を使用します。 
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リヒヤルト・ワーグナー ワルキューレ全曲 
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３．ヴォリュームアキュライザーVRA-7の試聴結果 

 順序として、TruPhaseのヴォリュームだけに VRA-7を貼った状態で聴いておき、

ついでチャンネルデバイダーF15の 250Hzから 12.5KHzのMidレンジと 250Hz



以下のダブルウーファーの Lowレンジのレベル調整ヴォリュームの同時適用を行

い、さらに 50Hz以下のダブルウーファーのレベル調整ヴォリュームの VRA-7は残

して、250Hzから 12.5KHzのMidレンジの VRA-7を 45ppアンプのヴォリューム

に貼り替えます。 

   

   

 このような処置は、VRA-7が 5個しかないことと、ヴォリュームのあるパワーアン

プはMidレンジ駆動の 45ppアンプのみであること、さらにチャンネルデバイダー

F15のレベル調整は、L/Rの Low/Mid/Highの計 6個あることから、音質に大きな

影響を与えると思われるものに優先的に配分したことによるものです。 

 まず、TruPhaseのヴォリュームだけに VRA-7を貼った状態では、これだけで、

JBL4350Aの暴れがとれて、抜けの良さと押出の良さの良い面が前面に出て様変わ

りします。 

 さらに、チャンネルデバイダーF15の 250Hzから 12.5KHzのMidレンジと

250Hz以下のダブルウーファーのレベル調整ヴォリュームの同時適用を行います

と、Bachの Sonatas & Partitasは、ミルシュテインのヴァイオリンの艶がいっそ

う向上します。 

選帝侯のソナタは、アンダのピアノの美音はそのままに、スケール感が出てきま

す。 

ワルキューレは、音が緻密ななった分、迫力が真にせまり、JBL4350Aでないと表

せないような押出がでてきます。 

メサイアは、合唱の分離が向上して迫力が増し、シュワルツコップの声も伸びやか



になります。 

さらに、250Hzから 12.5KHzのMidレンジのレベル調整ヴォリュームから、45pp

アンプのヴォリュームに貼り替えますと、基本的な印象は、F15の 250Hzから

12.5KHzのMidレンジのレベル調整ヴォリュームに貼っていた状態と変わりはあ

りませんが、その場合の方が鮮烈な音がしており、45ppアンプのヴォリュームに貼

り替えた方が落ち着きのある音がしています。 

いずれにせよ、パッシブアテネーター、チャンネルデバイダー、パワーアンプの複

数適用は大きな効果を認めたことに違いはありません。 

 

４．まとめ 

JBL4350Aを駆動するマルチアンプシステムを駆動する複数の機器のヴォリューム

への VRA-7の適用は、チャンネルデバイダーも含めて、大きな効果を認めました。 

 

 

 

以上 


